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本書は、日本で植物や食物が人とどうかかわっていたか、
社会でどのような位置を占めていたかを、思想史的・文化史
的に追求したものである。
古代、神仏にささげられる供物（＝食物）は、神仏の象徴と
みなされ呪術的要素を持っていた。食物は瑞兆である一方で
物の怪の魂を憑依させる存在とも考えられ、「殺牛祭神」な
ど、政治や祭祀とも深く関係していた。
室町後期になると、『精進魚類物語』のような「登場人（？）
物が食物」の物語が現れる。江戸初期には食材の産地、季節ご
との産物や各地方の名産品の把握、食材の旬の把握などがな
されたために、こうした擬人化食物の物語のほかに、医薬知
識の普及や飢饉への備えなどを啓蒙するために食物を並べ
た番付表や絵解きも刷られるようになった。著者は、こうし
た植物を擬人化する文化の基盤を、天台宗の「草木国土悉皆
成仏」思想に求めている。
本書では、『日本霊異記』『今昔物語』『天主降生出像経解』な
どの書物のほか、「水陸齋」「水陸齋図」「掲鉢図」などの図像の
比較検討を行って植物の擬人化との関係を考察するが、特に
第十章、「『果蔬涅槃図』に描かれた野菜・果物」での論考は興
味深い。
果蔬涅槃図（かそねはんず）は、伊藤若冲が晩年に描いた

水墨の掛幅で、釈迦入滅の情景を描いた涅槃図の戯画と考え
られている作品である。この作品では、二股大根が籠を寝台
にして中央に横たわり、それを野菜や果物が取り巻く構
図になっている。著者は同時代に出版されていた書物な
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飯論絵巻』影印と研究－文化庁本・フランス国立図書館本とその周辺』( 主編著 ) 臨川書店、
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どから、それぞれの野菜や果物に対する当時の人々の認
識を丁寧に調べ、その果蔬類が選ばれた理由を探る。
『農業全書』や、野菜の番付表から、大根が当時よく食べ
られていた野菜の一つだったこと、『民間備荒録』などか
ら、作品に描かれた野菜が飢饉時に有用とされていたこ
とが検証される。
このことから、「果蔬涅槃図」は、豊穣を祈る意味のほ
か、飢饉時に五穀の代わりになる大根を仏に例え、それを
補助する食糧として、保存・緊急用の食物でもある京都
の名物野菜・果物を周りに配し、さらには、いざというと
きには食べられる自生の山菜種も会衆として描くこと
で、飢饉の備えの啓蒙の意味を持たせたと考える。
なお本書には、明眼院蔵写本『六条葵上物語』を底本と
した校訂本文と、慶應義塾図書館蔵『常盤の姥』の影印も
掲載されている。当時の食や調理の様子がわかる資料で
あることに加え、読み物としても面白い。


